
華

昭和36年1月16日第三種郵便物認可昭和54年3月1日第246号　（毎月1回1日発行1部30円）

NO．246

、
略

〃　’　 ﾊ心讐轡1でll　〆’

　　　　　　ずヤ　ノ

鍵灘．

鑛養華；麹

今年はルンビニーの年。ご協力を！

　お釈迦さまのご生誕地ネパールのルンビニーは、カピラバストウ

とデヴアダハとの間に在り、現状は自然のままの状態に置かれ、か

っての美しい花園や、沙羅樹林は、遠くヒマラヤ山麓へ後退してし

まい、昔日の面影はありません。

　昨秋日本で開催された第十二回世界仏教徒会議で、ルンビニーの

完全復興をするため、今年を「ルービニーの年」とすることが決議

され、一方世界本部（W：FB）から、このために世界中の仏教徒か

ら米一ドル相当の援助をするよう呼びかけてまいりました。またネ

パール政府では、これの開発計画を提唱し、各国へ要請する一方、

国連ユネスコ委員会等へも協力を求めております。

　皆さまの心からなるご協力を切に念願するものです。

財団法人 全日本仏教会

・㌘一 甜　　へ
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新
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
一
月
二
十
九
日
午
後

一
時
よ
り
、
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
理
事
会
・

評
議
昌
套
を
開
催
し
、
昭
和
五
十
四
年
度
事
業

計
画
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
議
案
を
上
程
、

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
が
な
さ
れ
た
。

理
事
会
・
評
議
員
会
は
同
議
案
の
た
め
同
時

京
都
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
評
議
員
会

に
開
か
れ
、
理
事
会
は
町
田
理
事
長
病
欠
の
た

め
、
理
事
長
指
名
の
岡
田
己
成
理
事
の
代
行
議

長
が
承
認
さ
れ
、
続
い
て
議
事
録
署
名
委
員
に

長
谷
川
霊
信
（
念
法
真
教
）
土
持
良
栄
（
千
葉

県
仏
）
の
二
師
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

評
議
員
会
は
議
長
に
華
山
恵
光
師
（
岡
山
県

仏
）
、
議
事
録
署
名
委
員
に
池
田
笙
輝
（
中
山
寺

派
）
吉
田
俊
誉
（
豊
山
派
）
の
二
師
を
選
出
し

て
議
事
に
入
っ
た
。

報
止
墨
墳
「
W
F
B
目
本
天
会
報
告
」

鎌
田
国
際
部
長
よ
り
報
告

議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画

鰍…　｝　｛樋

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
庶
務
部

　
　
　
　
　
　
　
　
長
よ
り
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
案
を
説
明
、
関

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
号
、
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
と
一
括
審

　
　
　
　
　
　
　
　
議
で
了
承
。

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
「
昭
和
五
十
四

年
度
歳
入
歳
出
困
睡
に
つ
い
て
」

市
橋
財
務
部
長
よ
り
予
算
案
を
説
明
、
関
連

議
案
と
一
括
審
議
で
了
承
。

議
案
第
三
号
「
W
F
B
日
本
天
会
実
行
委
員

会
解
散
に
つ
い
て
」

昨
年
十
一
月
十
一
日
の
正
副
実
行
委
員
長
会

議
で
の
議
決
を
諒
と
し
て
、
大
会
実
行
委
員
会

の
解
散
を
二
月
九
日
、
事
務
局
の
閉
鎖
を
三
月

三
十
一
日
と
し
て
承
認
、
残
務
あ
る
場
合
は
全

仏
事
務
総
局
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
了
承
し
た
。

議
案
第
四
号
「
加
盟
団
体
の
負
担
金
に
関
す

る
規
程
中
一
部
変
更
案
に
つ
い
て
」

雷
獣
無
実
行
委
員
会
が
解
散

…鼎
@
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の

伊
実
行
委
員
会
解
散
は
、
一
月
二
十
九
日
に
京

都
に
お
い
て
開
か
れ
た
理
事
会
・
評
議
昌
套

で
二
月
九
日
に
実
行
委
員
会
解
散
、
三
月
三

十
一
日
で
事
務
局
閉
鎖
が
決
定
し
た
。

こ
れ
に
も
と
ず
き
二
月
九
日
午
後
三
時
半

よ
り
東
京
・
浜
松
町
の
世
界
貿
易
会
館
に
お

い
て
解
散
式
か
行
な
っ
た
。

ま
ず
W
F
B
日
本
天
会
の
記
録
フ
ィ
ル
ム

を
上
映
。
こ
の
あ
と
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
安

前
記
一
、
二
量
議
案
と
一
括
審
議
し
、
事
業

計
画
、
歳
入
歳
出
予
算
と
と
も
に
原
案
通
り
承

認
。
臨
監
事
項
「
本
会
事
務
所
移
転
に
つ
い
て
」

東
京
本
願
寺
よ
り
貸
借
契
約
期
限
切
れ
に
伴

う
明
渡
し
要
求
の
申
し
出
に
よ
り
、
三
月
三
十

一
日
を
期
限
と
し
て
移
転
す
べ
く
、
他
所
折
衝

中
で
あ
る
と
報
告
。

　
（
理
事
会
出
席
者
）
土
持
良
栄
、
花
田
英
忠
、

横
井
鶴
洲
、
川
口
良
信
、
林
亮
海
、
野
村
宗
春
、

長
谷
川
霊
信
、
塩
入
亮
達
、
本
山
完
海
、
岡
田

豊
成
、
千
葉
昌
丸
、
大
石
好
文
（
代
）

　
（
評
議
員
会
出
席
者
）
華
山
恵
光
、
寿
山
良

知
、
池
田
笙
輝
、
吉
田
俊
誉
、
大
橋
蔦
蔓
、
大

倉
律
現
、
来
山
回
竜
、
永
見
聖
宏
、
藤
田
俊
教
、

岩
脇
宏
信
、
出
雲
路
善
嗣
、
山
本
勝
隆
、
山
崎

良
順
、
岩
田
利
文
、
阿
部
本
買
、
松
下
教
道
、

前
田
孝
道
、
内
田
大
寛
、
木
辺
宣
慈
、
広
島
昭

応
本
国
際
文
化
局
長
よ
り
大
会
経
過
報
告
、
安
　
…
唱

藤
事
務
次
長
よ
り
大
会
経
理
報
告
が
な
さ
れ
脳

た
。
最
後
に
桜
井
大
乗
実
行
委
員
長
が
「
大
催

禽
崔
跳
た
っ
て
箋
纂
員
の
毒
に
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
御
活
躍
を
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

誠
に
あ
り
が
と
う
む
ぎ
い
ま
し
た
。
本
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
．

も
ち
ま
し
て
鯛
麺
套
か
解
散
い
た
し
ま
す
」

と
、
実
行
委
員
の
労
を
稿
ら
い
解
散
の
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
．

を
し
、
拍
手
を
も
っ
て
承
諾
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
…

実
行
委
員
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
野

【
写
真
は
解
散
宣
吾
を
す
る
桜
井
委
員
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濾
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事
業
計
画
、
ほ

ぼ
前
年
を
踏
襲

昭
和
五
十
四
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳

入
歳
出
予
算
は
、
前
述
の
評
議
員
会
・
理
事
会

に
お
い
て
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
、
別
項
掲
載
の
通
り
、
ほ
ぼ
前
年

度
浄
踏
襲
し
て
い
る
。
昨
年
は
第
十
二
回
W
F

B
日
本
大
会
開
催
の
た
め
中
止
さ
れ
た
全
日
本

仏
教
徒
会
議
が
茨
城
県
仏
の
主
催
で
行
な
わ
れ

る
。
ま
た
W
F
B
関
係
と
し
て
、
ル
ン
ビ
ニ
復

興
へ
の
協
力
や
国
際
交
流
関
係
行
事
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
組
織
面
で
は
、
県
仏
の
組
織
強

化
や
時
局
対
策
に
力
が
そ
そ
が
れ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
、
昨
年
度
は
W
F
B
大
会
の

た
め
宗
派
、
団
体
の
負
担
金
が
据
置
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
は
こ
れ
ら
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
総
額

五
千
二
百
八
十
万
円
で
、
七
百
二
十
五
万
円
増

と
な
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
事
務
局
費
の
他
に
国
内
仏
教

徒
会
議
費
、
W
F
B
関
係
費
な
ど
が
増
額
さ
れ

て
い
る
。
事
業
計
画
各
局
の
内
容

　
〈
総

基
本
目
標

実
施
項
目

務
局
〉

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各

種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
。

ω
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強

化②
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡

⑧
過
年
度
（
前
年
度
を
含
む
）
採

　
〈
組

基
本
目
標

実
施
事
項

択
事
項
の
実
施
（
担
当
事
項
）

織
局
〉

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

的
た
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

育
成
を
王
P
↑
し
、
時
代
に
即
応
し

た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
椎
進
ず

る
と
共
に
構
成
団
体
の
一
層
の
強

化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記
の

事
業
を
実
施
す
る
。

ω
第
2
6
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の

雇②
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

㈹
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
仏
教
会
代
表

者
会
議
の
開
催

ω
地
方
仏
教
運
動
の
推
進
、
地
方

仏
教
徒
大
会
、
講
演
会
等
へ
協
力

⑥
各
地
檀
信
徒
会
の
充
実
と
全
国

組
織
化
の
推
進

㈲
時
局
対
策

ω
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

当
事
項
）

　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て

　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
仏
教

　
　
　
　
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各
種

　
　
　
　
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び
に

　
　
　
　
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
に

　
　
　
　
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進
を

　
　
　
　
は
か
る

1
国
際
部
1

実
施
項
目
　
ω
W
F
B
関
係

　
　
　
　
④
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実

　
　
　
　
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
復
興
計
画

　
　
　
　
　
へ
の
協
力

　
　
　
　
⑭
W
F
B
第
十
二
回
日
本
天
会
事

　
　
　
　
務
処
理
、
W
F
B
執
行
委
員
会
、

　
　
　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お

　
　
　
　
よ
び
代
表
派
遣

　
　
　
　
◎
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
②
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
　
　
④
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議
ま

　
　
　
　
た
は
巡
拝
並
等
へ
の
代
表
派
遣

　
　
　
　
⑭
潮
目
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
　
　
◎
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接
渉

　
　
　
　
＠
海
外
に
お
け
る
各
察
派
開
教
本

　
　
　
　
部
と
の
連
絡
提
携

　
　
　
　
㊨
各
国
の
天
災
戦
下
等
に
対
す
る

　
　
　
　
救
援
活
動

　
　
　
　
㊦
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
㈹
渉
外
広
報
関
係

　
　
　
　
④
英
文
日
本
仏
教
ニ
ュ
ー
ス
の
刊

　
　
　
　
行

　
　
　
　
＠
日
本
仏
教
紹
介
書
の
寄
贈
．

　
　
　
　
⑳
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
ω
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
当
事
項
）

一
文
皇
籍
－

実
施
事
項
　
ω
機
関
紙
「
全
仏
」
の
発
行
普
及

　
　
　
　
働
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お

　
　
　
　
よ
び
開
催

　
　
　
　
㈲
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
ω
そ
の
他
広
報
宣
伝
に
関
す
事
項

　
　
　
　
㈲
過
年
度
採
択
事
項
と
実
施
（
担

　
　
　
　
当
事
項
）

φ”蝋刺ゆ““φ　ψ　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

｛隔

大たて150C一よこ247C￥13，000円融　70C－100C　￥3，000円
中　　　90C－　　135C　￥5，000円　手旗　35C－50C　￥1，500円

　　　　　　　別悪魔　　堅牢　　（全日本仏教会制定意匠登録済）

　　　各地区仏教会でまとめて御注文の際は価格の御相談に応じます。

財団法人 全・日　本
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開

知
誓
塁
艦
誓
匿
日
雇
ξ
垂
目
葦
蓋
鑑
虚
日
三
垂
蓄
f
藍
深
意
塵
雛
署
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ル
ン
ビ
ニ
の
全
景
と
遺
跡
の
一
部

該
響
弼
再
建
運
動
に
つ
い
て

　
釈
尊
の
誕
生
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
再
建
運
動
が
、

国
連
と
ネ
パ
ー
ル
政
府
を
中
心
に
、
過
去
十
年

余
発
展
し
て
来
た
。
昨
年
十
月
の
第
十
二
回
W

F
B
大
会
に
お
い
て
は
、
今
年
を
「
聖
地
ル
ン

ビ
ニ
ー
の
年
」
と
命
名
し
、
ま
た
日
本
側
の
提

案
に
基
く
大
会
宣
言
に
も
、
同
再
建
運
動
に
全

面
的
な
協
力
と
参
加
を
誓
約
し
た
ば
か
り
で
あ

る
。
国
連
で
も
今
年
は
国
際
児
童
侶
祉
の
年
と

定
め
た
。
意
義
深
い
一
致
で
あ
る
。
し
か
し
数

を
重
ね
た
国
際
会
議
に
か
か
わ
簗
ず
、
W
F
B

は
決
議
事
項
の
ほ
と
ん
ど
に
わ
た
っ
て
実
現
を

怠
っ
て
来
た
。
従
っ
て
今
大
会
の
成
果
に
つ
い

て
も
、
そ
の
実
現
如
何
が
危
惧
さ
れ
る
と
と
も

に
、
主
催
者
樋
口
本
人
仏
教
徒
が
い
か
歩
つ
に

責
任
を
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
気
に
か
か

る
の
で
あ
る
。

　
阿
育
主
の
勅
柱
と
と
も
に
同
聖
地
が
発
見
さ

れ
た
の
は
一
八
九
六
年
で
あ
っ
た
。
同
迄
頃
ピ

ッ
プ
ラ
ワ
仏
舎
利
塔
よ
り
釈
迦
族
の
記
録
が
出

土
し
、
釈
尊
の
歴
史
性
は
確
証
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
歓
喜
も
束
の
間
、
そ
の
後
は
仏
滅

二
千
重
語
（
一
九
毛
年
）
頃
ま
で
寒

村
僻
地
と
し
て
忘
却
さ
れ
て
来
た
。
こ
の
事
態

は
一
九
六
六
年
国
連
事
務
総
長
ウ
．
タ
ン
氏
の

市鴇

村弩

承峯

乗ぴ

巡
拝
を
機
に
一
転
し
、
国
連
と
ネ
パ
ー
ル
政
府

の
協
力
は
十
ケ
国
を
含
む
委
昌
谷
だ
発
展
、
そ

の
依
頼
の
下
、
丹
下
ウ
ル
テ
ッ
ク
建
築
会
社
は

一
九
七
二
年
再
建
プ
ラ
ン
の
輪
郭
を
発
表
し

た
。
更
に
一
九
七
四
年
日
本
万
国
博
覧
会
基
金

は
技
術
的
デ
ー
タ
の
蒐
集
に
後
援
、
か
く
し
て

一
九
七
五
年
春
は
第
二
次
総
A
ロ
プ
ラ
ン
が
完
成

さ
れ
た
。
成
果
は
一
冊
に
嵩
め
ら
れ
、
昨
年
の

大
会
中
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
雨
期
浸
水
地
区
の
査
定
及
び
そ
の
対

策
施
設
、
考
古
学
的
発
掘
修
復
保
存
、
訪
問
者

統
計
予
想
に
よ
る
ホ
テ
ル
、
食
堂
、
医
療
設
備
、

そ
し
て
文
化
セ
ン
タ
ー
、
僧
院
、
禅
セ
ン
タ
ー

等
々
に
及
登
囚
容
で
あ
る
。
緑
陰
豊
か
な
再
建

地
の
完
成
の
暁
に
は
、
平
和
な
憩
の
地
を
提
供

し
て
く
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
し
か
し
こ
こ
で
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が

一
つ
あ
る
。
そ
も
そ
も
上
述
の
再
建
運
動
は
、

国
連
事
務
総
長
、
ネ
パ
ー
ル
君
主
等
、
個
人
の

叡
知
や
カ
リ
ズ
マ
の
決
定
に
基
く
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
こ
の
運
動
が
そ
の
ま
ま
一
般
仏
教

徒
の
運
動
ε
し
て
引
き
継
が
れ
て
行
く
も
の
か

ど
う
か
疑
わ
し
い
。
昔
か
ら
仏
教
徒
は
阿
育
王

の
範
例
に
慣
っ
て
、
超
越
的
宗
教
価
値
の
一
般

化
、
あ
る
い
は
社
会
的
表
現
は
時
代
地
域
の
権

威
者
の
役
割
と
考
え
て
来
た
た
め
か
、
民
主
主

義
的
に
彼
等
自
身
の
手
で
、
宗
教
価
値
の
翻
訳

実
施
を
計
る
伝
統
を
養
成
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
近
代
社
会
の
特
徴
は
、
一
方
で
ほ
、

聖
俗
の
融
A
三
致
、
ま
た
一
方
で
は
逆
に
政
教

の
完
全
分
離
と
い
う
二
動
向
に
要
約
さ
れ
る
。

人
類
的
社
会
に
近
接
す
れ
ば
す
る
程
、
異
宗
教

の
共
存
は
要
求
さ
れ
、
国
家
や
政
府
機
関
は
単

；
示
教
を
支
持
出
来
な
く
な
る
。
回
教
圏
の
如

く
、
政
教
の
区
別
な
く
、
宗
教
律
法
が
社
会
全

般
を
規
制
す
る
に
お
い
て
は
、
彼
等
自
身
の
近

代
化
に
は
勿
論
、
宗
教
又
化
を
異
に
す
る
他
の

人
類
に
と
っ
て
は
、
真
実
迷
惑
千
万
な
る
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
ル
ン
ビ
ニ
ー
再
建
運
動
も
自

ら
限
界
が
来
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
・
2
盈
問
題
に
対
し
て
旦
A
人
仏
教
徒

は
い
か
な
る
方
途
を
用
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
東
南
亜
懇
懇
の
仏
教
徒
は
熱
意
を
持
つ
が
、

発
展
途
上
国
と
し
て
経
済
的
余
刀
や
組
織
力
に

欠
け
る
。
西
欧
仏
教
徒
に
は
そ
れ
ρ
あ
る
が
、

人
力
な
お
些
少
で
あ
り
、
歴
史
に
欠
け
る
。
し

か
し
、
日
本
人
仏
教
徒
に
は
そ
れ
が
あ
る
。
ネ

パ
ー
ル
及
び
印
度
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
が
大
多
数

を
占
め
る
た
め
、
仏
教
徒
の
社
会
的
進
出
が
難

し
い
と
聞
く
。
聖
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
取
り
巻
く

地
域
社
会
は
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
こ
れ
ら
地
域
社
会
の
近
代
化
が
誠
意
を
以

て
考
慮
さ
れ
な
い
限
り
、
世
界
よ
り
訪
れ
る
仏

教
徒
は
真
の
歓
迎
を
受
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
以

上
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
仏

教
徒
の
役
割
の
重
大
さ
が
理
解
堂
纏
る
の
で
あ

る
。
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ル
ン
ビ
ニ
ー
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
第
十
二

回
W
F
B
日
本
大
会
で
も
決
議
さ
れ
ま
し
た
よ

う
に
、
本
年
を
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
年
」
と
し
て

復
興
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
度
、
プ
ー
ン
W
F
B
会
長
よ
り
法
友
各
位

へ
基
金
ア
ピ
ー
ル
が
次
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
基
金
ア
ピ
ー
ル
）

　
一
九
七
八
年
九
月
三
十
日
よ
り
十
月
六
日
ま

で
日
本
で
開
か
れ
た
W
F
B
大
会
で
、
一
九
七

九
年
を
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
年
」
と
す
る
決
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
我
々
は
釈
迦
牟
尼
仏

の
生
誕
の
地
ル
ン
ビ
裂
毛
の
完
全
な
仮
興
に
協

力
す
る
」
と
の
日
本
宣
言
も
発
つ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、
世

界
の
仏
教
徒
と
そ
の
友
人
に
寄
付
を
予
め
、
よ

っ
て
現
在
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
手
で
進
め
ら
れ
て

い
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
事
業
に
あ
ら
ゆ
る
可
能

な
寄
与
を
す
べ
く
全
て
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
に

送
ら
れ
ま
す
。

本
部
は
基
本
と
し
て
各
国
の
一
人
一
人
の
仏

教
徒
が
最
低
一
ド
ル
ず
つ
の
寄
付
を
W
F
B
ル

ン
ビ
ニ
ー
基
金
に
送
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
ま

す
。
勿
論
各
地
の
富
裕
な
セ
ン
タ
ー
や
仏
教
徒

か
ら
の
多
額
な
寄
付
が
こ
の
仏
陀
の
生
誕
の
地

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
の
崇
高
な
る
目
的
の
た
め
に

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
歓
迎
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
全
て
の
仏
教
徒
の
価
値
あ
る

巡
礼
の
地
と
し
た
い
と
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
全
て
の
寄
付
は
銀
行
小
切
手
ま
た
は
為
替
で

左
記
に
お
送
着
下
さ
い
。
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①
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q
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σ
q
ざ
ξ
H
・
↓
冨
＝
帥
乱

一一欄一一一一一融一
当
時
の
面
影
止
め
ず

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
麓
に
広
が
る
ネ
パ
ー

ル
平
原
に
釈
尊
生
誕
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
が
あ

り
ま
す
。
釈
尊
の
時
代
、
そ
の
庭
は
極
め
て

し
生
息
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
日
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
は
釈
尊

の
生
ま
れ
た
頃
の
面
影
を
ほ
と
ん
ど
止
め
ず

沙
羅
の
樹
の
森
は
北
へ
移
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

麓
ま
で
後
退
し
て
お
り
、
聖
な
る
庭
そ
の
も

ア
シ
ョ
カ
王
が
自
ら
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
い

う
碑
又
の
刻
ま
れ
た
ア
シ
ョ
カ
王
の
柱
と
摩

耶
天
人
の
た
め
に
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
寺
院

が
現
葎
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
九
一
三
二
、

四
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
発
掘
に
よ
り
、

僧
院
の
基
礎
と
奉
納
さ
れ
た
卒
塔
婆
並
び
に

大
き
な
台
座
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
は
仏
教
徒
に
と
っ
て
四
大
聖

地
の
一
つ
で
す
が
、
交
通
の
便
は
極
め
て
悪

く
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
飛
行
機
で
く
る
巡
礼
や

観
光
客
に
と
っ
て
、
こ
の
聖
地
に
最
も
近
い

飛
行
場
と
聖
地
を
結
ぶ
唯
一
の
連
絡
路
は
牛

車
の
通
れ
る
道
だ
け
と
い
う
状
態
で
す
。
現

在
ネ
パ
ー
ル
政
府
ど
国
連
で
交
通
の
便
を
改

良
す
べ
く
努
力
を
車
ね
て
い
ま
す
。

　
【
写
真
は
ア
シ
ョ
斎
王
の
柱
】

欄蝋w欄～～一一牒牒酬
　
公
式
領
収
書
が
全
て
の
寄
付
者
に
本
部
よ
り

発
行
さ
れ
ま
す
。
多
大
な
寄
付
が
お
寄
せ
頂
け

る
も
の
と
心
よ
り
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
仏
教
徒
連
盟

　
会
長
　
プ
ー
ン
・
ピ
ス
マ
イ
・
デ
ィ
ス
ク
ル

16

~
リ
カ
ラ
ー
映
画

「
聖
な
る
園
ル
ン
ビ
ニ
」

布
教
教
化
の
資
料
に

　
ネ
パ
ー
ル
政
府
ル
ン
ビ
ニ
開
発
委
員
会
企
画

の
記
録
映
画
「
聖
な
る
園
ル
ン
ビ
ニ
」
“
仏
陀
の

生
誕
地
ネ
パ
ー
ル
”
が
完
成
。
こ
の
映
画
は
十

六
ミ
リ
カ
ラ
ー
作
品
で
、
ル
ン
ビ
ニ
や
チ
ラ
ウ

ラ
コ
ッ
ト
遺
跡
を
美
し
い
映
像
で
あ
ま
す
と
こ

ろ
な
く
と
ら
え
、
ま
た
出
土
品
や
文
化
財
な
ど

の
紹
介
、
ネ
パ
ー
ル
の
伝
統
芸
術
な
ど
を
と
お

し
て
ブ
ッ
ダ
の
生
誕
地
を
見
事
に
と
ら
え
た
意

欲
的
作
品
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
は
、
文
部
省
選
定
、
五
十
三
年
度

芸
術
祭
参
加
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
な
ど
各
分

野
よ
り
多
く
の
反
響
を
呼
ん
で
お
り
、
宗
派
、

県
仏
、
諸
団
体
、
学
校
な
ど
に
お
い
て
の
布
教

教
化
資
料
と
な
る
。

　
詳
細
、
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
は
、
東
京
都

渋
谷
区
宇
田
川
町
二
十
八
の
三
・
山
王
ビ
ル
四

E
目
本
映
画
研
究
所
制
作
事
務
所
内
、
映
画
聖

な
る
園
ル
ン
ビ
ニ
普
及
会
、
電
話
○
＝
T
四
ハ

一
一
五
四
三
〇
、
頒
布
十
六
万
五
千
円
、
上
映

時
間
二
十
八
分
。
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榊
：

W
F
B
日
本
大
会
寄
途
㎞

　
　
【
救
援
世
話
人
会
扱
】

弐
拾
万
円
中
山
理
々

拾
万
円
　
　
摩
尼
清
之
、
小
坂
機
融
、
深
大
寺
、

　
　
　
　
山
口
貴
美
子
、
麻
布
照
海
、
巌
谷

　
　
　
　
薙

六
万
円
　
布
村
哲
哉

五
万
円
　
　
中
野
立
文
、
金
昌
寺
、
望
月
良
晃
、

　
　
　
　
長
田
順
海
、
寺
田
康
順
、
国
里
会
、

　
　
　
　
川
端
照
道
、

四
万
円
　
　
松
田
亮
三
、
佐
藤
密
雄
、
高
橋
隆

　
　
　
　
天
、
内
藤
隆
敏

二
万
円
　
　
五
十
風
意
承
、
高
尾
山
薬
王
院
、

　
　
　
　
長
鵬
等
成
田
光
穂
、
聖
徳
寺
、

　
　
　
　
長
谷
川
俊
明
、
井
坂
信
興
、
田
中

　
　
　
　
政
海
、
鎌
倉
広
明
、
鷲
見
東
観
、

　
　
　
　
土
方
保
道
、
高
田
定
信
、
船
口
暉

　
　
　
　
子
、
鎌
田
良
昭
、
安
中
勝
竜
、
木

　
　
　
　
村
直
三
郎
、
稲
田
稔
界
、
北
川
教

　
　
　
　
全
、
橋
本
芳
契
、
阿
部
顕
瑞
、
茂

　
　
　
　
木
隆
応
、
鈴
木
錬
成
、
小
熊
寛
澄
、

　
　
　
　
井
上
三
項
目
佐
藤
隆
賢
、
三
婆
寺
、

　
　
　
　
藤
原
道
庁
、
荒
木
邦
雄
、
大
本
山

　
　
　
　
総
持
寺
、
浜
田
嘉
伸
、
坂
本
観
晃

　
　
【
関
連
業
社
扱
】

五
拾
万
円
東
京
博
善
事
業
連
合
会

三
拾
万
円

拾
万
円

日
本
宗
教
用
具
懇
話
会

日
本
香
堂
、
安
田
松
慶
堂
、
池
田

屋
仏
具
店
、
翠
雲
堂
、
滝
田
商
店
、

浜
田
商
店
、
み
す
平
前
田
平
男
商

店
、
ア
ジ
ア
金
属
工
業

五
万
円

三
万
円

二
万
円

弐
拾
万
円

拾
万
円

五
万
円

二
万
円
一
万
円

慧購
　円円円

吾秀分

円円円

難
波
商
店
、
山
本
仏
具
店

小
野
工
業
所
、
井
筒
法
衣
店
、
大

重
法
衣
店
、
三
法
堂
、
松
栄
堂
、

藤
菱
法
認
店

小
野
屋
漆
器
店

麻
布
弘
海
、
安
藤
一
遇

華
山
恵
光
、
豊
原
大
証
木
辺
宣

慈
、
小
西
日
静
、
佐
藤
覚
雄
、
大

量林亮海
、
永
見
聖
職
、
吉
田
俊
誉
、

欝
欝
竜
応
、
木
辺
宣
慈
、
杜
多
信

雄
、
野
中
純
道
、
渡
辺
清
波
、
永

野
鎮
雄
、
植
松
威

小
野
秀
吉

伊
藤
ま
ち
、
小
沢
俊
子
、
風
間
さ

だ
、
大
山
の
り

千
坂
畷
道

寺
田
康
順
、
東
条
丁
丁

長
田
順
海

白
川
良
純
、
小
崎
竜
雄
、
浜
田
嘉

伸
、
摩
尼
清
之
（
計
二
十
万
）
、
藤

井
真
水
、
内
田
大
寛

北
条
賢
三

門
屋
大
寿

真
渓
義
貫
、
藤
沢
実
晟
、
丸
山
宗

隆
、
野
呂
幸
進
、
坂
東
性
純
、
久

保
埜
太
清
、
小
林
忍
戒
、
井
上
文

克
、
霊
地
一
隆
、
川
口
良
信
、
山

　
　
　
　
下
通
雄
、
土
佐
三
略
、
斉
藤
伶
洲
、

　
　
　
　
島
田
喜
久
子
、
籏
本
宏
昌

三
万
円
　
　
友
繁
禅
弘

一
万
円
　
塩
入
亮
達

五
千
円
　
吉
岡
棟
一

【
注
】
救
援
世
話
人
会
は
、
外
貨
事
情
が
わ
る

く
出
国
不
可
能
な
セ
ン
タ
ー
の
来
日
を
援
助
す

る
た
め
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
わ
び

一
九
七
九
年
版
「
四
仏
手
帳
」
は
む
好
評

を
得
て
早
々
に
士
窃
れ
、
ご
希
望
の
方
々

の
意
に
添
え
ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
を
お
わ

び
致
し
ま
す
。

東
西
で
に
ぎ
や
か
に

新
年
懇
親
会
ひ
ら
く

　
全
日
本
仏
教
会
の
新
年
懇
親
会
は
一
月
二
十

九
日
午
後
四
時
よ
り
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に

引
き
続
い
て
京
都
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
大
谷

会
長
を
は
じ
め
南
宗
管
長
、
総
長
、
県
仏
な
ど

八
十
名
が
出
席
し
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
中
村
文
化
部
長
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、
鱒

淵
事
務
総
長
の
開
会
の
辞
、
山
田
無
文
副
会
長

の
導
師
で
三
帰
依
文
唱
和
の
あ
と
、
大
谷
会
長

と
町
田
理
事
長
（
代
理
）
が
挨
拶
、
西
口
公
教

大
阪
府
仏
会
長
の
乾
杯
で
宴
に
入
っ
た
。
ス
ピ

ー
チ
は
中
里
徳
海
天
台
宗
々
務
総
長
を
は
じ
め

宗
派
、
県
仏
、
団
体
の
代
表
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
年

頭
所
感
を
述
べ
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
最
後
に
木

辺
宣
慈
木
辺
派
管
長
の
音
頭
で
、
全
仏
の
弥
栄

を
祈
っ
て
万
歳
三
唱
、
安
藤
事
務
次
長
の
閉
会

の
辞
で
散
会
し
た
。

東
京
で
開
か
れ
た
新
年
懇
親
会
は
、
東
京
浜

松
町
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
た

W
F
B
日
本
天
豊
実
行
委
員
会
の
解
散
式
の
あ

と
同
所
に
て
開
催
。

　
加
藤
総
務
局
長
の
開
会
の
辞
、
金
子
日
威
東

京
都
仏
会
長
の
三
帰
依
文
の
あ
と
、
川
田
聖
見

副
会
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
斉
藤
邦
士
昌
民
党

幹
事
長
、
品
田
聖
平
日
並
運
代
表
よ
り
祝
辞
が

あ
り
、
松
村
寿
顕
二
連
野
々
務
総
長
の
乾
杯
で

和
や
い
だ
宴
と
な
り
、
百
人
を
越
す
出
席
者
は

お
互
い
に
大
会
の
思
い
出
話
や
苦
労
話
に
話
を

咲
か
せ
た
。
そ
の
間
に
は
藤
波
孝
生
自
民
党
副

政
調
会
長
や
岡
野
正
貫
孝
道
教
団
直
言
な
ど
の

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
台
風
禍

救
援
募
金
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
。
白
川
良
純
実

行
委
員
会
総
務
露
骨
長
の
万
歳
三
唱
、
竜
山
組

織
局
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

　
【
写
真
は
京
都
の
懇
親
会
】

一6一

畠
｝
　
　
，
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ス
リ
ラ
ン
カ
へ
救
援
金

台
風
被
害
の
復
興
に
ご
協
力
を

昨
年
十
一
月
下
旬
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
を

襲
っ
た
大
型
台
風
は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

あ
た
え
た
。
W
F
B
ス
リ
ラ
ン
カ
セ
ン
タ
ー
の

エ
デ
ィ
リ
シ
ン
ゲ
会
長
よ
り
救
援
方
の
依
頼
状

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
書
簡
に
よ
る
と
、
風
速
四

十
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
猛
台
風
で
ス
リ
ラ
ン

カ
全
土
の
一
般
民
家
を
ほ
じ
め
学
校
、
病
院
、

寺
院
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。　
ま
た
、
仏
跡
と
し
て
名
高
い
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ー

ラ
、
ポ
ロ
ン
ナ
ル
ワ
、
キ
ャ
ン
デ
ー
地
区
も
被

害
を
う
け
て
い
る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
で
は
、
直
ち
に
国
家
的
規

模
で
救
援
活
動
に
の
り
だ
し
、
ユ
ネ
ス
コ
諸
機

関
、
赤
十
字
社
に
も
強
力
な
援
助
の
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
仏
教
徒
の
民
間
レ
ベ

ル
で
の
支
援
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　
全
日
仏
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
縁
の
深
い
仏

教
徒
を
は
じ
め
、
広
く
O
支
援
を
要
望
し
て
い

る
。
全
日
仏
で
は
、
取
敢
・
杢
タ
拾
万
円
の
救
援

金
を
在
日
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
を
通
じ
て
現
地

へ
送
達
し
た
。
O
援
助
を
お
寄
せ
頂
け
る
方
は

左
記
へ
お
送
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
（
台
東
区
西
浅
草
一
一
五
一
五
、
全
日
本
仏

教
会
国
際
部
、
電
話
八
四
＝
丁
⊥
二
三
四
一
）

各
方
面
か
ら
救
援
寄
金

藷三万
円

二
万
円

一
万
円

ξ
魯
3
9
・
；
」
3
…
ま
3
9
驚
3
監
＝
3
竃
3
＝
3
＝
3
9
亀
・
竃
蓋
・
2
＝
3
・
謬
．
3
＝
「
謹
3
．
亀
ぎ
3
竃
3
竃
2
・
鴨
ぎ
噂
…
2
竃
ξ
・
…
9
…
8
9
g
；
・
3
＝
噛
β
・
2
＝
；
・
3
．
・
噂
3
．
3
§
＝
3
．
．
；
。
3
ξ
3
・
諺
・
；
・
3
＝
＝
＝
3
＝
≡
臨
3
…
3
。
3
9
・
；
●
言
・
2
＝
曇
・
1
8
画
3
＝
；
・
曇
・
＝
竃
3
＝
；
・
三
亀
3
・
3
＝
；
・
2
…
．
。
鐸

…
全
熟
略
語
集
　
窯
舞
の
藻
．
く
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虐
歪
島
一
1
日
本
宗
教
者
澄
清
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
青
協
－
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会

…
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
高
校
野
球
が
甲
子
　
　
　
全
日
仏
青
－
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
連
仏
－
世
界
連
邦
古
本
仏
教
徒
協
議
会

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
F
B
l
世
界
仏
教
徒
連
盟

騨
　
　
　
　
　
　
園
球
場
で
開
か
れ
る
。
主
　
　
　
全
日
仏
婦
／
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

…
‘
　
　
　
　
　
　
　
催
す
る
の
は
高
野
連
、
も
　
　
　
近
代
仏
塔
↓
近
代
仏
教
研
究
会
　
　
　
　
　
　
　
W
F
B
Y
一
世
界
仏
教
青
年
連
盟

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
C
R
P
l
世
界
宗
教
者
黒
和
会
議

　
　
　
　
　
　
　
ち
う
ん
高
野
山
と
は
無
関
　
　
　
日
仏
保
I
l
日
本
仏
教
保
育
協
会

酬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
B
C
P
T
ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
係
で
、
全
国
高
等
学
校
野
　
　
　
仏
糞
壷
1
一
仏
教
徒
政
治
同
盟

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

‘
　
　
　
　
　
　
　
球
連
盟
の
略
称
で
あ
る
。
　
　
　
本
派
・
西
丁
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
　
　
　
　
　
I
B
E
C
I
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

…
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
秋
開
催
さ
れ
た
世
界
　
　
　
大
蒲
・
東
一
真
宗
天
谷
派
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
青
年
僧
の
集
ま
り
で
も
、
天
台
仏
青
、
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
　
　
　
　
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
で
　
　
全
仏
加
盟
の
団
体
で
は
以
上
の
よ
う
な
略
称
　
　
浄
青
、
日
青
な
ど
と
宗
内
で
は
呼
ん
で
い
る

…
　
擁
鯉
黙
懲
離
鯨
鎚
髭
難
。
舘
と
叢
叢
ピ
Z
フ
ン
委
グ
￥
チ
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
　
　
　
　
　
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
　
　
　
な
ど
と
石
仏
を
略
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
　
ー
ム
の
試
合
結
果
は
新
聞
に
”
全
仏
大
勝
”
　
…

酬　
　
　
　
　
　
　
　
全
章
関
係
で
も
略
称
で
　
　
　
日
察
蓮
T
I
日
本
宗
教
連
盟
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
　
　
呼
ぶ
こ
書
、
ま
ご
　
暫
示
薯
杢
藻
連
合
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

榊
＝
3
…
亀
．
…
．
鼠
2
…
…
竃
3
…
…
‘
3
三
…
…
…
…
．
…
の
…
…
ξ
・
…
…
三
・
…
…
‘
…
…
…
…
…
…
8
・
・
＝
3
…
…
…
…
罵
3
…
…
…
…
…
‘
8
．
一
…
…
…
‘
鴨
茎
…
…
・
＝
3
巴
3
…
・
…
…
誓
…
’
・
3
垂
ζ
蓬
隙

真
言
宗
豊
山
派

柳
了
堅

長
音
特

等
木
尺
信
（
佐
納
千
代
子
、
狭
間
宗

義
、
野
谷
順
貞
、
小
宮
勝
憲
、
結
城

静
心
、
村
田
秀
夫
、
原
田
環
繭
、
田

中
艦
首
、
榎
本
信
明
、
結
城
寺
、
千

坂
武
道
、
上
杉
泰
顕
、
畠
中
司
、
畠

中
浩
司
、
高
徳
院
、
小
峰
令
丸
、
越

塚
裕
規
、
横
山
尚
空
『
瑞
岩
宗
園
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
久
保
埜
太
清
、
浦
和
市
仏
教
婦
人
会
、

　
　
　
阿
部
童
又
、
柳
下
得
二

五
千
円
吉
水
仰
哲
、
大
平
智
堂
、
鎌
田
良
昭
、

　
　
　
村
中
三
次
郎
隅
門
屋
大
寿
、
戸
部
宣

　
　
　
朗
、
石
川
重
治
、
横
溝
憲
一
、
沢
田

　
　
　
益

三
千
円
阿
部
太
郎
．

二
千
円
地
福
寺

一
千
円
原
田
み
ゆ
き
、
児
玉
文
礼

九
万
九
千
七
百
六
円
　
　
　
　
　
　
　
席

　
　
　
者
右
書
（
東
京
）

浜
田
仏
具
店
に
感
謝

　
　
　
　
　
W
F
B
大
会
に
多
大
の
協
力

仏
具
の
専
門
店
と
し
て
東
京
で
も
大
手
で
あ

る
「
株
式
会
祉
浜
田
商
店
」
は
、
第
十
二
回
世

界
仏
教
徒
会
議
日
本
天
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

各
方
面
に
種
々
協
力
を
な
し
た
。
特
に
ダ
ラ
イ

ラ
マ
狸
下
、
チ
ャ
ン
ダ
ナ
ン
ダ
大
僧
正
を
特
別

来
賓
と
し
て
開
催
し
た
平
和
記
念
法
要
（
増
上

寺
）
で
は
、
両
師
に
白
壇
製
の
釈
迦
如
来
像
を

原
価
に
て
大
会
事
務
局
に
搬
入
す
る
な
ど
、
多

大
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
本
紙
を

通
じ
て
浜
田
商
店
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
財
団
法
人
全
旦
A
仏
教
会

時
局
対
策
小
委
発
足

　
一
般
消
智
税
の
検
討
が
関
係
官
庁
間
に
於
て

な
さ
れ
，
宗
教
法
人
に
関
わ
る
問
題
点
が
伺
わ

れ
る
現
状
下
、
事
務
局
で
は
対
策
部
門
を
設
け

こ
れ
が
対
応
の
方
策
と
加
盟
団
体
へ
の
伝
達
が

急
務
と
し
て
、
実
動
に
当
る
べ
く
決
定
を
み
た
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日1月ヨ年騒和昭

花
ま
つ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
ど
L

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々

て
い
ま
で
が
、
さ
ら
に
全
国

め
る
た
め
に
、
全
日
本
仏
教

よ
う
に
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー

　
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
発
行

　
三
月
号
　
第
二
四
六
号

浩正

発
行
所
財
団
法
人
全
日

埋
者
会
議
文
化
斤
魯
盃

く
む
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま

す
。
明
る
い
春
の
野
に

静
か
に
立
っ
て
天
と
地

を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の

姿
は
、
見
る
人
の
心
に

安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
左
記
要
領
で
頒
布
い

た
し
ま
す
。
各
県
仏
、

郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼

稚
園
、
保
育
園
な
ど
で

広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
サ
イ
ズ
　
7
4
十
5
2
愁

◎
定
価
　
一
枚
百
円

（
送
料
実
費
⊥
二
十
枚

負
担
⊥
牲
国
は
別
途
）

苔
東
区
西
浅
草
一
－

一
）
全
旦
A
仏
教
会
花

　
黒
田
白
純
量
（
全
日
仏
理
事
）

　
二
月
四
日
、
老
衰
の
た
め
遷
化
、
八
十
歳
。

元
全
日
仏
事
務
総
長
、
前
栃
木
県
仏
教
懇
々
長

等
か
歴
任
、
ま
た
W
F
B
日
本
大
会
の
総
務
委

員
、
日
本
宗
教
連
盟
参
議
、
全
日
仏
理
事
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
本
葬
は
三
月
二
十
七
日

午
後
一
時
よ
り
、
栃
木
県
大
田
原
市
の
光
真
寺

に
て
執
行
さ
れ
る
。

　
…
事
務
総
局
録
事
（
一
月
）
…

　
　
八
日
業
務
始
め

一
本
仏
教
会
　
　
　
電
話
〇
三

oqOooOooO鰍OooOooOooOooO
用院一

躍会鳳騰り通草浅

願
鍵田磯旅

ぎ
U
8
－
8
h

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
一
一
四
一
～
一
二

　
　
　
　
　
　
（
八
四
三
）

第
士
面
W
F
B
日
杢
会
を
翼
忍
し
て
出

版
い
た
し
ま
し
た
ロ
］
本
仏
教
の
紹
介
一
d
巳
①
・

曇
碁
智
冨
器
給
じ
口
＆
騒
騒
1
の

残
部
が
多
少
あ
り
ま
す
の
で
、
加
盟
団
体
関
係

者
の
み
に
つ
き
、
実
費
二
千
円
（
送
料
を
含
む
）

に
て
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

全
仏
事
務
局
ま
で
書
し
出
下
さ
い
。
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仏
可認物

　
便
　
郵
　
種
　
ヨ
全
第

　
◇
掲
◇
示
◇
板
◇

▼
全
日
仏
青
　
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
平
原

隆
秀
理
事
長
）
で
は
一
月
二
十
九
日
に
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
、
次

期
理
事
長
に
永
倉
嘉
文
師
（
神
奈
川
歴
青
・
日

蓮
宗
）
を
選
出
し
た
。

▼
仏
教
伝
道
協
会
　
仏
教
伝
道
協
会
（
沼
田

恵
範
会
長
）
で
行
な
う
仏
教
伝
道
文
化
賞
・
同

功
労
賞
の
選
定
委
員
会
が
開
か
れ
、
第
十
三
回

文
化
賞
に
、
A
項
（
研
究
、
論
文
な
ど
）
よ
り

長
尾
雅
人
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
B
項
（
文
芸

美
術
な
ど
）
よ
り
写
真
家
の
土
門
拳
氏
が
選
は

n
．
磯
羅
欝
購
湿

れ
、
功
労
賞
に
竹
村
吉
右
衛
門
氏
と
玉
井
好
孝

師
が
選
出
さ
れ
た
。
三
月
二
十
七
日
に
仏
教
伝

道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
受
賞
式
が
行
な
わ
れ
る
。

▼
全
仏
専
門
委
員
会
　
全
仏
の
国
際
専
門

委
員
会
は
三
月
十
二
旦
＋
後
二
時
よ
り
、
文
化

専
門
委
員
会
は
三
月
八
日
午
前
十
一
時
半
よ
り

開
か
れ
る
。

▼
宗
黎
…
会
奨
萎
貝
覆
愚
亭

法
人
審
議
会
委
員
に
、
二
月
二
十
日
付
を
も
っ

て
町
田
宗
夫
（
曹
洞
）
、
芝
原
郷
音
（
本
派
）
松

村
寿
顕
（
男
連
）
、
野
村
宗
春
（
浄
土
）
の
轡
師

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼
宗
教
法
人
管
理
者
会
議
文
化
庁
宗
務
課

く
む
利
用
い
た
だ
け
る
”

の
主
催
す
る
包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者
研
究
協

議
会
（
東
明
会
場
）
は
三
月
贈
呈
＋
前
九
時
半

よ
り
東
京
・
国
立
教
育
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
。▼
天
台
門
跡
人
事
輪
王
寺
門
跡
・
寛
永
寺

住
職
に
青
沼
寂
出
師
、
妙
法
院
門
跡
に
杉
谷
義

周
師
、
三
千
院
門
跡
に
神
原
玄
西
里
、
毘
沙
門

堂
門
跡
に
梅
山
円
了
師
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ら
ば
れ

た
。

…
W
F
B
日
本
大
会
記
念
…

…
英
文
出
版
物
に
つ
い
て
…

第
士
面
W
F
B
日
杢
会
を
翼
忍
し
て
出

　
十
日
局
内
会
議

十
一
日
総
長
会
、
常
務
理
事
会
（
京
都
）

十
三
日
　
埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

十
七
日
局
内
会
議

十
九
日
全
月
虹
婦
修
正
会

二
十
四
日
局
内
会
議

　
　
　
自
民
党
大
会
出
席

二
十
九
日
理
事
会
、
評
議
員
会
（
京
都
）

　
　
　
新
年
懇
親
会
（
京
都
）

　
（
二
月
）

　
六
日
局
内
会
議

　
九
日
実
行
委
員
会
解
散
式

　
　
　
新
年
懇
親
会
（
東
京
）

二
十
日
局
内
会
議

二
十
七
日
　
茨
城
県
仏
へ
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